
兵藤県植物分布概観

室井 梓・岡村はた

兵庫県の植物相は他県のどこよりも複雑である。その| が、今日は本県では絶えて僅かに六甲の東部の池に残存
原因は面積が広く、南北にわたっており、さらに東西に| している。真白の穏を点綴するさまは、白ナギが池辺に
大山脈が走っていることによる。南は淡路の沼島( 北緯| 遊ぶ遠望を思わせる。エビゴケも著しいが何しろ細かく
34度10分〉で、黒潮の影響をうけて暖地性の生物相をな! 大衆性がないので除外した。
し、つづいて山陽沿線は中国山脈の影響を受け暖地性の| ① ノジギク
分子を多くもっている。中国山脈は寒冷で氷の山の山頂| 県花として有名であるばかりでなく、本県( 六甲山〕
などには高山植物に準ずるものが生えている。北は日本| が分布の東限地であり、また北限地でもあるという理由
海に面し、寒地性の落葉樹を多く有し、県南部と大いに| で入れた。県内の分布は赤穂市、飾磨郡、姫路市、明石
趣を異にしている。以下珍植物、淡路、山陽治線の東部| 市、神戸市である。
( 摂津〉と西部( 播磨〕、 丹波及び日本海方面の但馬に| ⑦ ナツアサドリ
別けてそれぞれの地区の植物相の特色を述べてみよう。 I 本県と岡山県にのみ分布するグミ科植物で兵庫県では
I  県下三珍植物及び十珍植物 | 夢前川以西に分布する。殊に赤穂郡では普通でツテノコ
県下の植物は2200-2300穫もあるが、そのうち最も珍| といって果実が食用になるととろから親しみも深い植物
らしい植物 3種及び、それを含めた10種を選定した。選| である。
定基準は大型であること、そして著しい特徴をもち、個| ③ チトセカズラ
体数が多く他県に誇る ζとのできるもののうち、三珍植| 分布はナツアチドリに似ている。若い葉裏が真紅で、
物として、ゴヤスノキ、タジマタムラック、カタνボ、 | 葉に白い大きい斑もあってなかなか見事な蔓性常緑樹で
続いて十珍植物は上の外、セッピコテシナ Y V a ヲ、ナ| ある。園芸植物にとり入れたらよいような美事な葉であ
ギスグ、ノジギク、ナツアチドムチトセカズラ、 νョ |  る。赤穂郡上郡町岩木では天然記念物になっている。東
ワフクジずクラ、クマスギの 7 種を加えて選定した。 I限は相生市矢野である。
① コヤスノキ |  ① ショウフクジザクラ( ナラノヤエずクラ〉
本県特産の高さ 3 m内外の低木で、安産樹、すなわち| 美方郡湯村の豆福寺境内の古木で、古くは特産の一種
子安の木として知られている。分布は赤穂郡、赤穂市、 |  と考えたが、建部恵溜氏によってナラノヤエずクラと同
携保郡、竜野市、佐用郡、宍粟郡、飾磨郡、神崎郡、姫| 一種であるとされた。県下のサクラ中で最も美しい。そ
¥ 路市と赤穂郡に接する岡山県和気郡三国村八頭寺山のー| の後、宍粟郡安富町皆河では大きい 4 mに余る巨木が幾
部で先ず兵庫県特産といってよかろう。 I 株も発見された。栽培している株のうちから発見された
① タジマタムラソウ |  ものである。
但馬の各地にあヮて数多く、 5 - 6月の花時の濃紺! @ ) クマスギ( アV ュクスギ〉
色、ノレリ色の美しさは大県兵庫を代表する花として誠に i 奥谷国有林でクマスギと呼んでいる。繁殖が大木の校
ふさわしい。園芸植物にならないのが不思議なぐらいで| が下垂して根を下し天然造林となる ζと、また谷側には
ある。但馬の人々の園芸植物化への奮起を望む。 I なくて峰筋ばかりにあるとと、材は年輸が細かで比重が
① カタシボ | 大きいので他の杉と大いに異っている。
竜野市特産のマダケの一品、栽培植物であるという理| 上のほか、話題のものを簡単に説明しよう。アサクラ
白から格下げも論じられたが、節ごとに敏面と織なし函| ずシジョワは無期jで初め但馬の朝倉から知られたが現在
とが交代に位置するという世界的E奇形の理由から、形態| では全国的なものとなり、刺は絶対的なものでないこ
的に価値のあるものとして三珍に入れた。 I と、マヤラシ、オオヤマジソ、前者は摩耶、後者は宝殿
以上3種のほか | 付近から知られて珍らしいが、ただ 1回だけしか採集さ
③ セッピコテンナンショウ |  れていないこと、アりマグミは東は静岡辺りまであ g て
広い世界に雪彦山と笠形山にしか知られていない。分| 他県の方が遥かに多く産すること、ハダカガヤは 1本の
布的に珍らしいばかりでなく、栄養的に性が決定する。 Iみの奇型であることと、マヤクサイナゴ、アオヤマクノレ
量が少ないので三珍には入れなかった。 Iv、ノレリデライヌワラビは共に特産で珍らしいがいずれ
@  サギスゲ |  も量が少なく大衆性が欠けているので選外になる。アズ
エピゴクとともに第三紀末には大繁茂したと恩われる| マツメクナは赤穂市有年だけにあって長さ 2 c m 内外で
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余りにも貧弱すぎること、ホクキネズは赤穂郡上郡町の
山地にあってき芸事であるが、函定的なものでないこと、
ミツガジワは竜野の雲監篭山車昔、日下絶滅状態であるこ
と、その他、雪彦山のイヨクジャクは天然記念物級のも
のであるが、保存のためには宣伝すると早速絶滅すると
いうことから、故意に選外にした。また宍粟郡のキレゴ
ミオV ダ、アカメイノデもイヨククジャクと同じ理由で
除外した。
E  淡路地方
本地方は県内で最も暖地性の植物に富み、 νイノキ、
タプノキ、クパメガジ、ホルトノキなどの常緑広葉樹が
極く普通に茂り、また、蔓性植物が多く、代表的なもの
はムベ、イケマ、ハスノハカズラなど、海浜植物にはハ
マゴク、ハマアカザ、 νテメ y ソク、アイアν、ダシチ
ク、ハマクドなどが各地にみられる。特に最南端の沼島
には、ハマグノレマ、アオイゴケ、モガジ、アゼトクナ、
ヒメユズ Dハ、ハマナタマメ、マノレパジャリ y パイ、ノレ
リミノキ、 ミミズパイ、 キキ笥クラシ、 ブクトクカズ
ラ、マノレパグミ、アワジイヌピワ、ハマヒサカキ、タイ
ミシタチパナ、ホウロクイナゴ、ハマボウ、ボタシボウ
ブワ、ジュズネノキ、オガタマノキ、ブノレコクジュ、オ
オツズラフジ、ハスノハカズラ、ミズスキ、タマジダ(
分布の北限地〉などがみられる。淡路島内、最高の諭鶴
羽山 (609m)には山頂に神社があって伐採をまぬがれ、
太古の姿が残り、種々の珍種が残存する。ここの特記す
べきものは、ホルトノキ、イヌマキ、ノレリミノキ、テイ
ジョウソワ、イワガラミ、タイミ y タチパナ、ミミズパ

ジ、ツクパネガν、カ y ゴノキ、コパシモテ、マデパジ
イ、ヤνャプγ、ナシゴジュ、モチノキ、カシグプロクノ
キ、タブノキ、 νロモジ、マノレパグミ、ハマヒサカキ、
マノレパジャリ y パイ、ヒメユズリノ¥ プクトクカズラ、
クスドイグ、ホシゴクソワ、コクずキνダなどである。
洲本市の三熊山も山頂に城跡があって淡路の代表植物
を確保している。すなわちナシパシキプν、イヌマキ、
サカキカズラ、コムラサキ、セシリョワ、パクテノキ、
カy コノキ、ま/ ロパナイナモリソク、ホソノミイヌピワ、
ノジギク、ヤナギイノコヅチ、ワパメガν、クロパイ、
タブノキ、ヒメユズリハ、カゴノキ、サシゴジュ、ヤマ
ピワ、 ミミズパイ、タイミシタテパナ、ホノレトノキ、タ
ラヨク、イイギリ、ホクロクイナゴ、ブワトヲカズラ、
ズクノキ、アヲドクV 、イズセY 9 ョク、ホジナνヒヨ
ドリの樹木、草本やジダではハデジョクジダ、イ V カグ
マ( 分布北限界) 、イワヤナギV ダ、アマクサV ダなどが
ある。
その南に猪の鼻水源池があるが、この付近には島内で
も最も珍種がある。代表的なものにカシヂブロクノキ、

カギカズラ、ヤナギイノゴヅチ、ヒメイタピ、ホクライ
カズラ、パクテノキ、クスドイグ、オオイタピカズラ、
ことにV ダ類には南方系のものが多い。すなわち、クジ
ャクプモトジダ、ケブカプモトνダ、ゴワずキジダ、イ
ワヤナギジダ、オオパノアマクナνダ、マツザカ V ダな
どがみられる。
上のほか暖地性植物の代表的な分布地は柏原山と灘と
をあげることができる。
滋から上灘地方はスイセy の聖書しい野生地があって早
春の阪神地方へ切花をどしどし送られる。この地方には
ハマヒサカキ、アラヵγ、ハマナタマメ、 ヒメユズ P
ハ、ハマウド、メジロホクズキ、ノレリミノキ、ア P ドワ
ν、アゼトワナなどがある。また、柏原山にはア D マグ
ミ( 多〉、ハナジョウキプν、ナベワリ、カシコノキ、ヤま/
ャブν、ミスミソウ、スハマソク、アツモリソク、クマ
ガエソウ、コクラシ、ヒナノジャクジョワ、オモト、*
y ゴクソク、コクヂキジダ、ハコネソワ、イワヤナギるノ
ダ、クリハラシ、クジャクV ダ、ホソパノトヲグV パが
ある。北淡の絵島には、多数のイプキが群生する。その
他、オオナクライパラ( 仁井) 、ヒナメシソク( 中田、州
本)、 マツパラ Y(煙島) 、カタクリ( 先山) 、ヒロハテシ
ナY V ョク( 常隆寺山〉がある。なお特にνボテク( 敏竹)
は本島で変異し、育成されたもので有名である。
E  摂津地方
この地方は六甲山、摩耶山などが早くから開けよく調

査されている。いずれも花商岩からなって孤立し、多湿
のため特産の珍種がみられる。六甲にはアオヤマクノレ
V 、キパナコックパネワツギ、ロッコワヤナギ、ヒラオ
ヤナギ、イジカワヤナギ、スミヨジヤナギ、ハナグリ、
ホソパナシブスズ、フタタピコスズ、ロッコヲミヤコず
ナ、また摩耶山には、マヤクサイナゴ、マヤラシが知ら
れている。
続いて六甲、摩耶の代表的な植物中、媛地性のものを
あげると、ゴベニドワダジ、 νタキツノレクメモドキ、ナ
ッツパキ、 V マカ y ギク、ノジギク、ムナジアブミ( 布
5 1 ) 、アリドヲジ( 布引〉、ノレリハッカ( 布引) 、 ゴヲライ
テシナ Y V ョク( 布引) 、ツクパネガジ、アカガジ、キミ
ノνロダモ、カキノハグサ( 摩耶) 、ミカエリソワ( 摩耶〉、
ブジクツギ( 蓬山峡〉、クラジロイカリソク( ー王山) 、タ
イミ y タチパナ( 須磨寺〉、ヤマモモ( 鉢伏山) 、コパノキ
プジ( 裏六甲) 、ナイゴクミツパツツジ( 紅葉谷) 、カジワ
パハグマ、ユキワリソク( 雌岡山〕、イヌクメモドキ、 ト
キワガキ( 太山寺) 、ヒョ y ノキ( 太山寺) 、ナシパシキプ
ν(多井畑)、 V ダ類は六甲山が禿山で山火事が多いので
貧弱である。主なものはエピラ V ダ( 紅葉谷) 、オナνダ
、マツパラ Y (布引) 、コモナジダなど、寒地性のものに
はミヤマヤナギ、イヌプナ、ブナ( ともに裏六甲) 、ミズ
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ナラ( 西六甲、鉄拐山) 、ツノハジパミ( 有馬〕、ジデゴ
ブジ〔修法ガ原〕、 ミツノミペy ケイ( 布引) 、タムジノ号、ワ
ワミズずクラ、ナワダヅ( 紅葉谷) 、ジダケ( 六甲山頂) 、
ホツツジ( 六甲) 、ミヤマハハヅ、メイグツヅク、ナワギ
ク、コワリ y カ( 六甲山頂〕、ムジカリ( 紅葉谷〕、キクア
ずしナギスグ( 奥池〉、アカミイヌツグ( 摩耶) 、オオイ
ワカガミなどが主なものである。
この地方は早くから開け、山は伐採され、殆んど原始

林をみないが、この地区の代表的な山は丹生山と太山寺
背山であろう。
丹生山は昭和24年の山火事で、ゴクヤマキなどの自然
林を焼失したが、あちこちに原生の珍種がみられる。代
表的なものには、ホヲライカズラ、イスノキ、コカラス
ザシジョワ、キミノジロダモ、ブジキ、ワtノタキヅク、
アカガジ( 多し〉、ヒキオコジ〔大群落) がある。
太山寺背山は摂津第ーの自然林で、太古の植物相が最
もよく保存されいる。 すなわち、 1) Y ボク、 クパメガ
ジ、アカガジ、ジラカジ、 トキワガキ、ハネミノイヌエ
シジュ、 クラジロガジ、ジイノキ( 二種〕、ことに珍ら
しいのはイスノキ、ワパメガジなどの巨木が多数にあ
る。その聞にはホヲライカズラ、タイミ y タチパナ、ク
ラジロノキ、クジタキソワ、コジョヲノキ、イズセシリ
寄クなどがある。
また、この地方の珍らしいものにはアリマグミ、タテ

ガジワ、ホッスガヤ、ムラサキ、アケポノアセピ、エピ
ラジダなどがある。また雑草ではムラサキネズミノオは
神戸、明石を経て姫路東部まで拡って分布の西限をなす
が極く普通の路傍雑草である。
なお、早くから貿易で開け外国との交流が行なわれた

ので、外来の樹木の大きいのが多く、ニレヅパスイ V ョ
ワ、セゴイア、テャシナシ、ユーカリ類、フク、 トクカ
エデ、ナシヨクスギ、セy ダシパノボダイジュ、ブェニ
ヲクスなどの巨木が方々でみられる。
N  播磨地方
との区域の最も注意すべき地方は市川以西のいわゆる

西播地方である。この地方の特産種にはコヤスノキ、ノレ
リデライヌワラビ( 船越山〉、オオヤマジソ( 石の宝殿〕、
セ沙ピコテy ナY i/ ョワ( 雪彦山、笠形U¥)、ノミ Y i/ ュワ
ゴキダケ( 三濃山〕、ミノヤマずす( 三濃山〕、ハリマダイ
ミ司ワ( 網干〉などである。この西播地方と岡山県の東
部だけにある植物にはナツアサドリ、チトセカズラ、キ
ピノクロヲメモドキ、フサナキリスグなどで、この地域
が分布の西限になるものにはイヲジロイノデ、アズマツ
メクナ、モテツツジ、ヒトツパハギなどがある。また県
内ではζの地域にだけみられる暖地性の植物? とはヨコグ
ラノキ、コパノデョクセy エノキ、タキミジダ、アオイ
プケなどである。この地方を代表するのは家島、生島、

室津、佐用郡久崎、鶏答山、船越山、雪彦山、書写山、
法華山、奥谷の音水、赤西両国有林などである。
家島は姫路沖にあって、殆んどが農耕されているが、

家島神社の境内はよく茂り、自然の植物相をうかがうこ
とができる。この付近にはタキキピ( 群〉、ノプノキ( 群) 、
クパメガν (巨木〕、タイミ γタチバナ、マルパグミ、
ヤマモモ、リュクキュクハゼ、クサスギカズラ、ハマワ
ド、クスドイグ、ジヤジヤジポ( 巨木) 、タブノキ、アリ
ドワν、ヒメユズリハ、カゴカνがある。
生島原始林は暖帯の代表樹相をなす島として平くから
天然記然物に指定されてきた。巨木にはイブキピャクジ
シ、スダジイ、ツブヲジイ、モテノキ、カクレミノ、ヒ
メユズリノ¥ カゴノキ、タブノキがあり、これら常緑樹
上にムベ、アケビなどの大蔓性のものが生え、下木とし
てセ Y 1) a ク、マシリ苛ヲ、イズセシヲョク、カラタテ
パナ、ジュズネノキ、アリドワνがある。革本にはハマ
ワド、イワダイグキ、イヅヤマアシヅキ、アイアνなど
がある。この対岸にはユヲスゲの群があり、夏の夕方に
美しく咲き誇る。
船越山は山麓に瑠璃寺があって、スギの巨木があり、

天然林がよく保たれてきたが、近年伐採が烈しく、次第
に淋しくなってきているが、特産の植物、ノレ 9デライヌ
ワラビ、ハリマイノデをはじめ、オデブジ、ニジノヤマ
クワガ夕、クロタキカズラ、ヨゴグラノキ、アズマジロ
ガネック、キパナサパノオ、ユクノキ、キクガラクサ、
ワエマツソワ、 ユキワリイテグ、 ナシゴククラ V マヅ
ワ、ベニカヤラシ、クモラシ、ヨヲラクラシ、スズムジ
ヅク、ナツアサ] - ' 1 ) 、ヒメノヤガラ、チトセカズラ、イ
ヌブナ、アズサ、コハクテワカヱデ、ミヤマトベラ、オ
オパクロモジなどがある。ことに珍らしいのはV ダ類の
額めて豊富なことである。代表的なものはミツイジイノ
デ、イワジロイノデ、イノデモドキ、ナカグイノデ、ツヤ
ナジイノデ、オシガタイノデ、カタイノデモドキ、アカ
メイノデなどのイノデ類をはじめタカオジケテV ダ、ヒ
ロハヤブソテツ、ノゴギ1 ) i / ダ、ミヤマノコギリジダ、
オオクジャク、ヲスヒメワラピ、タキミジダ、イワヤジ
ダ、アオネカズラ、ゴタニワタリ、 νラガジダ、 V ロヤ
マνダ、ナグラ y 、ヒメサジラγ、ナツノハナワラビ、
オオヒメワラビモドキなど珍らしいものばかりである。
ここの中腹の池の谷には風穴があって空洞中の冷たい空
気が多量の水蒸気に被われて湿度が高く薄苔、地衣の生
育が特にIII盛である。その付近にはキレゴミオνダなど
が群って特異の景観を呈する。
雪彦山は石英粗面岩の奇岩からなる山塊で山頂及び莫

川の谷に沿って珍らしい積物がみられる。ことにセ汐ピ
ヲテシナ Y i/ 笥ヲの発見地として、有名で現に当山と笠
形山とに知られている。続いて山麓のイヨクジャクは分

- 3 ー



布の北限界で、正に天然記念物級である。また、コミヤ
マスミレは本県内の唯一の産地で、葉に美しい白斑のあ
る美しい種である。その他、代表的なものにはヅクパネ、
タムジパ、ホオノキ、クスギヨクラク、イナモリソ夕、
ミヤ 7 7 7コナ、ベエドワダシ、イワナジ、イプキジモ
ツケ、フカグナ y キy ナナカマド、ヒカグツツジ、ホツ
ツジ、ゴオニユ P、ワナ胃クラ y 、セッコクがみられる。
頂上付近にはイワタケ( 付近にはない〕、ミヤマママコナ、
コパノクロヲメモドキ、オオパアナガラ、アケポノツツ
ジ、イヌブナ、イワカガミ、ミヤマジキミ、ゴカヨクオ
クレシ、オオパナドメ、ホシジャクナグ、ヒメコマツ、
オテプジ、ミカエ 9>' ク、 νyジュギク、カツラ、 トテ
( 大木〉がみられる。北斜面から谷J! I に沿ってミヤマクツ
ボ、イヲタパコ、イナモリソヲ、ミヤマミズ、ミズタビ
ラコをはじめ、 νダ類の繁茂が著しく、イワオモダカ、
ジジジジヲ、ォνダ、ナテνダ、ヒカグワラビ、ヨゴグ
ラヒメワラピ、イヨクジャク( 県下ではここしか発見さ
れていなし、)、 アオネカズラ、ピロクドジダ、ツノレデシ
ダ、サジラγ、 ミヤコイヌワラピ、タキミジダ、コタニ
ワタリなどはじめ、 100種を数えることができる。
鳥居をくぐり右へ登ると賀野神社があり、ここの山道
もよく茂る。主木はモミ、ツガの針葉樹とツクパヰ、ガ
ν、アカガジ、 クラジロガジ、 ワワミズザクラ、 リシ
ボクの高木、ホツツジ、 ミヤマガマズミ、イズセシリョ
ワ、アブラナヤy 、ヨパγノキの低木、イナモリヅク、
ミヤマママコナ、オクレシ、 νライトソワ、プジグロセ
シノヲなどの草本がみられる。
笠形山もよく茂り、コヤスノキ( 分布北限地〉、セッピ
ヨテシナ! / V ョ夕、クマガエソ夕、ク 9!/ソヲ、ゴクラ
y 、ホコパスミレ( 長野県、九州中部にのみ知られてい
たが、段ガ峰、大河内町にも知られる〕などの珍らしい
植物が知られる。

姫路北部の書写山はゴヤスノキ( 分布の東限界入ナッ
アナドリ( 分布の東限界) 、山頂一帯にはナギずサ( 分
布の南限界) がある。ι1mは杉、桧とアカガジ、志ノラカ
ν、ツクパネガνがよく茂り、ラシ科のヨワラクラγ、
クモラシなどが古木に着生する。また、地衣も極ゐて豊
富である。さらにまた、 νダは大群落を形成し、珍種、
稀種も多い。マノレパベニνダ、ワテワゴケ、ホソパノイ
ヌワラビ、 νケテvダ、ヒメワラビ、イワヒメワラビ、
クマワラビなど特に多い。
またその東部の増位山にもコヤスノキ、 ヲラジマソ

ワ、ムサνアブミなどがあり、外来種では旧姫路市内を
中心にトグミノキ y ポクグがもう 30年も前から知られて
いるが、市外にあまり出ないのも不思議である。
路州の最西端の赤穂郡にはナトセカズラ、コヤスノ
キ、ナツアサド人ホクキネズの大群落があり、相生市|

矢野字森にはコヤスノキ、赤穂郡上郡町岩木にはコヤス
ノキ、テトセカズラが天然記念物として保護されてい
る。この樹林中にはホy ゴクックが点々とみられる。
この地方の代表的な山は三濃山で、前記のゴヤスノキ

を始め、テトセカズラ、 ブグキ、ユリワサピ、ヤマブ
ジ、ヒメアオキ、ナツアサ r 9、アオネカズラ、ピロク
ドジダなどが、また、赤穂郡有年には p ュウキュクコザ
クラ、アズマツメクナ、ミツパツナグリがあり、広分布
種であるヤマツツジが皆無という珍しい区域である。
この北方の佐用郡久崎町滝付近の生物相は古くから注

目されている。この辺の珍植物はコヤスノキ、テトセカ
ズラ、キピノクロヲメモドキ、セツブシソワ、ヒメヲツ
ギ、キジョラシ、 νタキヅノレクメモドキ、キミノコパノ
ガマズミ、アオネカズラ、ツノレデシダ、 ミヤコヤプソテ
ツ、ムラサキ、ユキワ P ヅワで、山陽線上郡駅から久崎
に通じる沿線には蛇紋岩がところどころ露出し、その辺
にはヒメワツギ、イワガナを始め、ユリシソワ、イカリ
ソ夕、ナラガジワなどが特に多い。
その東部、竜野の重量箆山は市の北部にあって付近の松

を主体とする林相と著しく違った景観でスダジイ、アベ
マキ、 P ョワブの巨木を主体としてよく茂り、その間に
イズセy リョワ、クマノミズキ、ヤプツパキ、アセビ、
V ロパナヲシゼy ツツジ、ザイフリポク、カラスザシν
ョクのかなり大きいものがある。また、ミツガνワの西
限地として知られている o V ダ類ではイワヤナギνダ、
クサソテツ、へラジダなどが知られる。またその東部の
扉風岩にはマツパラシがあったが心ない人によって全滅
させられたのはおしい。この付近にはヤマツツジの 6月
下匂に黒赤色の花をつける中井博士のさr!/ ヨヲツツジの
群落があって夜のホタルとともに名所になっている。
奥谷の国有林は県内で最も広い範囲に天然林が残され
ている。ここは赤西、音水の両国有林からなっている。
先ず暖地位のもののうち山腹以下にはヤプツパキ、ナラ
ガジワ、 ノグノレミ、 クマミズキ、 クロパイ、 クマスギ
(アνクスギ〉、ホコノテナ、ピロヲドイナゴ、カワラノ、
ジノキ、渓谷中にはアサガラ、エドヒガシ、ヨグソミネ
パリ、オオイタヤメイグツ、ヒナクナワカエデ、オオモ
ミジ、ヤマグノレマ、イイギリ、ユクノキ、オオパアナガ
ラ、ベニドヲダシ、タシナナワプタギ、ハネミノイヌエ
y ジュ、コノミシノキ、ヒトヅノャ、ギ、ダイセシヤナギ、
サワダツ、ヒメヲツギ、ユクノキ、ゴハクヲシボク、ミ
カエリッヲ、ワラジロワツギ、ワスギヨワラク、草本に
はナワノレリソワ、ハノレトラノオ、ギ y パイソワ、 ミヤマ
ネコノメツヲ、オオヤマハコペ、ヒカグミツパ、ヒナノ
ワスツボ、オオキヌタソク、タイミシガサ、オタカラゴ
ヲ、イヌヤマハッカ、オテブジ、ニV ノヤマクワガタ。



寒地性植物中の木本にはプナ、イヌブナ、ミズナラ、
アナダ、ナワジパ、ツノハνパミ、メグスリノキ、アナ
ノハカエデ、ハクヲ y ボク、ムラサキマユミ、オヒョ
ヲ、サワグノレミ、エゾエノキ、クロソヨゴ、サラサドヲ
ダシ、草本にはずゼシソヲ、ジロパナエシレイソワ、
ラジョクモγカズラ、イワワテワ、カジカエデ、ノレイヨ
クボタシ、ノレイョクジ司クマ、モミジガサ、テγニγツ
ワ、スミレナイジシ、カメパソ夕、タマプキ o

v ダ類にはクラガリジダ、イワイタデジダ、サイゴク
ペニジ;ダ、 オオパノハテジョワジ; ダ、 ヒロハヤブヅテ
ヅ、カラクサジダ、オニヒカグワラビ、オジャグジデシ
ダ、ミヤマイヌワラビ、ハクモワイノデ、キヨタキジダ、
サトメジダ、 イワイタテジ; ダ、 アジるノダ、 ジノプカグ
マ、イワヤジダ、オオクジマクジダ、ハリガネワラピ、
カラクナイヌワラビ。
奥谷の南部、波賀町不動の滝は多くの珍植物がみられ
る。代表的なものはV ゴクスミレ、ク 9 : Y ソ夕、ヨワラ
クラシ、ノダイォワ、ヒロハノゴ y ロy ソワ、アカネス
ミレ、オカスミレ、イワクテワ、オオタテツボスミレ、
スミレサイ i/:Y、エシレイソワ、プジジダ、オオフジジ
ダ、イワイタテジダ、オジャグジデシダ、ヤマグノレマ、
ヒカグツツジ、サジラシ、ニジノヤマクワガタである。
千ガ峰は西播の最高峰で、 山頂は一面チュワゴクずサ
で被われているが、多くの植物が残っている。山麓の神
社にはタブノキの大木があり、暖地性の種々のものがあ
る。代表的なものをあげると、ホソパヤマハハゴ、オタ
カラゴヲ、ミカエリソワ、タγナサワフタギ、ホシジ守
クナグ、 V':Y ヨワイチヤクソヲ、ヨロイグサ、イタヤメ
イグツ、アオハダ、ユズリハ、ハイジキミ、ヤマプジ、
ワワミズずクラ、コテャノレメノレソヲ、テャノレメノレソヲ、
キクザキイテ 9 : Y ソワ、ヤマグノレマ、フサザクラ、ツノ
ハジパミ、オオイトスグなどがある。

東播は山が低く禿山でほとんどが田畑で、珍しい植物
がないが、加古川、明石聞の水溜池には大型のオニパス
が群り、その聞にミスミイ、サデクサ、セイコノヨジ、
アナダ、ジュシサイ、ガガプ夕、 トテカガミが群生す
る。
国の畦にはムラサキネズミノオなどが大塩付近までみ
られる。ジュシナイの採集時には多数の業者がタライを
浮べてとり、場詰などとして市場に出す。加古川上流の
印南郡上荘、加西郡北条辺にはノハナV ョクブが散生す
る。
なお、多可郡西脇付近を中心として、 ( 海岸線より約
50キロもの奥地〕海岸性のクパメガV 、ムベの大群落が
あり、かつて海辺であったことをよく証している。また
海岸地帯には姫路東方10キロの大塩、宝毅を中心として、
動灰岩質石英粗商岩からなり、特産の植物がある。これ

にはオオヤマジソ、ホクデシずナ、ハ Fマメダケ、ケナ
ジヤνャダグがある。また、ノジギクが大繁茂する。こ
の菊は白色が殆んどであるが極く稀れには黄色のキパナ
ノジギクがある。本種は兵庫県の県花として著しい存在
で、東は六甲から西は室津まで生える海岸性の植物であ
る。殊に六甲山は分布の東北限界である。その他、アテ
ヅマシチク( 神崎郡寺前村上小田峰山〉などは特記して
よカミろう。
海岸植物は貧弱である。近年、全般にわたって工業が
発達し、植物は急速に絶滅しつつある。ことに戦後、塩
田が垂下式となって塩田付近の植物がすっかり全滅し
た。また加古川、姫路、赤穂の沿線は埋立作業が著しし
どんどん植物が減っていくことは惜しいことである。
東部よりの海岸ことに明石以来は殆んどみるべきもの

がない、ただ、今、ハマゴヲがーの谷に 1株、舞子に数
本が残っているだけで他のものは殆んど海岸植物という
ようなものがない。現在昭和35年春は明石から須磨の間
にヒトモトススキ、ツワブキが繁っているが、いま行わ
れつつある鉄道の複々線工事ですっかり姿を消すことで
あろう。
姫路を中心としたところでは大塩から白浜までの地域
で、砂地にはゴヲボワジパ、オニジパ、ハマゴワ、ハマ
ネナジカズラ、ハマヒルガオ、オカヒジキ、ハマポヅ
ス、ワラジロアカずがあり、堤防にはノジギク、ハマダ
イヲシ、ツルナ、クサスギカズラ、ケカモノハジ、オニ
ヤブソテツ、ジロノセジダY グサ、クゴ、テリハノイパ
ラ、ハマエノコロ、ハマアオスグ、ハマスグ、ノラニシ
ジγ、湿地にはフクド( ハマヨモギ〕、 クラギク、アイ
アジ、トキワススキ、ムラサネスミノオ( 分布の西限) 、
ハマツメクナ、イソボクキ、ハマサジ、ハマゼリ、ハマ
マツナ、ジオクグ、ホソパノハマアカず、ケカモノハ王/
などがある。特に珍らしいものにはヒロハマツナ( 妻鹿
東部の白浜〕があり、種子が白色で葉が多肉扇平で分布
の東限になっており、今までは広島までしか知られいな
かった。
赤穂から相生付近までも貧弱ではあるが、最もよく残
されたところであろう。珍らしいものにはハマ? にマ
ルパジャリシパイ( 鰯浜〕、イワダイグキ、ダシチク( 鰯浜
に 1 か所のみ〕、クパメガジ( 室津) 、ヒトモトススキ、ト
キワススキ、ノジギク、ジマカシギク、クコなどである。
千種川下流の千鳥浜には無数のハマボヲフヲが群がり、
4月の開花期は著しい。相生湾の砂地にはワy ラジ、オ
ユジパ、ゴヲボヲムギ、ゴクポヲジパ、湿地にはV オカ
ゼテシツキ、ジパナ、イソヤマテy ツキ、ホヅパハマア
カザ、キスグ、イソボワキ、ハママヅナなどがある。
V  丹波地方
この地方の特殊性はスギの植樹がよく行なわれ、渓谷
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辺には広葉樹が多く、山腹にはいわゆる熊笹と呼ばれる
ヤネブキずす、キy キヨFナ、テュヲゴクずすが一面に生
えている。山頂にはネマガリダケの 3 mに余るものが生
えて特殊な景観をなしている。この地方の特産種にはハ
ダカガヤ( 天然記念物入キミノナツグミ( 栽〉、キスジテ
ュクゴクず少などがある。
小金裁の代表的な樹木にはコ' マギ、コペニドクダシ、
ヲスギヨワラク、ツクジジャクナグ( ホ::'--V ャクナグ〉、
カジカエデ、フヲ 9::.--ヲメモドキ、クラジロヲツギ、ヤ
マグノレマ、ヒメヨマツ、ホツツジ、クロソヨゴ、アクジ
ノ之、藤本ではクロタキカズラ、コクワ、ヲラジロマタタ
ピ、オオクマヤナギ、ミヤマクマヤナギ、オオツヅラフ
ジ、ゴタモリカズラ、草本ではコパノプユイナゴ、ヲラ
ジロイカ P ソ夕、ヒメグイラシ、元タカラコ夕、モミジ
パハグマ、ヤマホクズキ、 ク9::.-- ソヲ、オコfイワカガ
ミ、イワワテワ、 ミツノミベy ケイ、ツノレゴカヨクオクレ
Y 、ヤマジャクヤク、オニノヤガラ、ヒトツボクロ、ク
ロパナヒキ:; ; tゴジ。 ジダ類にはアスヒカズラ、オサジ
ダ、ナライジダ、カミガモジダ、オオフジV ダ、ジノブ
カグマ、キヨタキジダ、ゴパノイ品/ " カグマ、ヌカイタテ
V ダマガイなどがある。
続いて妙高山の代表的な植物にはグナシカクヅノレ、ス
ミレサイ γシ、 トリガタハ::'--V 苛ワヅノレ、コベニドクダ
y  、クロヅヨゴ、ジミノラ y 、クスギヨヲラク、コパシノ
キ、タブノキ、カミガモジダ、オサV ダがある。また、
ここより商、小金獄f乙通ずる渓流にはずツキ、ユキヤナ
ギ、カヲラハy ノキを産する。

なお、この地方の珍らしいものには夏に葉を落とすオ
ニジパリ( ナツボクズ〉、ジジラシ、ク 9::.-- ヅワ、カメパ
ヒキオコジ、ホシゴヲソヲ、クロタキカズラ、ムラサキ
ツDパナ、ノハナジョクブ、オジャグジデシダ、サデク
ナ、ミズワラビ、カミガモV ;ダ、オニパス、キパナアマ
ナ、セツブシック、ノレ Pイナグ、オグラコヲポネ、ホッ
パアオハダ、ユキヤナギ( 大山村自生) などがある。
羽 f旦馬地方
この地方の特産物には 5月下匂の但馬路を美しい紫花

で飾るタジマタムラックやヤマずトタ y ポポ、ツノナジ
ヤマヨ1 ' } タシポポなどがある。
この地方の代表的な山には氷の山、扇の山、床の尾山、

三川山、妙見山などがある。
氷の山(151臼n)は本県最高の山で、山麓にはコヲ Pヤ
ナギの栽培が盛んで、谷閣にはヲラジロガジ、ジラカジ、
モy ゴ Pナラ、アタリ y クメモドキ、キミノジロダモ、フ
ナザクラ、ハイイヌツグ、メグス Pノキ、テツカエデ、
アサクラず::'--V ョヲ、オニジパリ、カラスザシジョヲな
どがあり、中腹より山頂にかけて、ネマガリダグが殆ん
どを占めている。その問を切り開いて山道がつけてある

が、その山道の西倶uにはゴミネカエデ、エゾユズリハ、
ゴゼy タテパナ、オオジシヨヲイテヤクソワ、イワキ y

パイ、テョクセ ::'--Vモツケ、ヒメモナ、オガラパナ、クロ
ヅノレなどが見られる。ネマガ Pダケ群叢の聞にはブナ、
イヌブナの巨木が所々にみられ、その幹の凹みにはヤジ
マピνャク、オνャグジデシダなどが着生する。高木林

こしきい希フ
が絶えた智正岩の岩場にゴケモモ、イワキシパイ、オオジ
y ヨクイナヤクソヲ、テ g ヲセ ::'--Vモツケ( 東限界〉、コ
メパヅガずクラなどのいわゆる高山植物が生えている。
山頂はヨツパヒヨ n 、オオパニガイナゴの大群落とな
る。この中にオオダイトワヒレシ( 西限界〉、ネコヤマヒ
ゴタイ、ダイセシキャラボク、ヤデスグ、ミヤマイヌノ
ノ、ナヒグ、ヅパメコオモト、エゾノヨツパムグラ、ミヤマ
ヌカボ、ヒメスギラシなどの残留種が豊富にみられるの
はおもしろい。このなかに、特記すべきアズナカシパが

こせいぬま
ある。頂上から尾根を東に下ると古生沼( 牧野博士命名)
があって、ここにはゴケモモ、アカモノ、イワナジ、ツマ
}  9 ソヲ、マイヅノレソヲ、ノミイケイソヲ、クロミクスノ
キ、ハジパミ、ヤマドリゼy マイ、ゴパノトシボソヲ、
マy ネシスギ、キツテドヲ、オヤマリシド夕、 ヒメミ
ズゴケ、ミズゴケ、クロソヨゴなどの群落が発達してお
り、さらに 300m下るとネマガリダケの群落中に湿地帯
が広がり、高山植物群落に似た景観を示し、ここが氷の
山第一の見学の場所である。 ゴゼy タテパナ、イワナ
ν、オヤマリ ::.--rワ、ツマトりソ夕、マイヅノレソク、ノミ
イケイソ夕、キソチドリ、コケモモ、アカモノ、ヒメス
ギラシ、サパノオ、ジラヒグツワ、ゴパノトシボソクな
どがみられる。
氷の山の入口の関宮は蛇紋岩の広大な地域で、代表的
なものにはタジマタムラソ夕、オニナツハゼ、カジワ、
ガシピ、メギ、イプキνモツケ、モシゴリナラなどがあ
る。
妙見山の著しいものは当地発見のミョクケシママコ
ナ、ミョワケシヤマプドヲをはじめ、ノレイヨクボタシ、
タイミ y ガサ、ギシノミイソク、ヒカグミツパ、サシカヨ
ヲ、オオヤマハコベ、モミジカラスワ 9 (北限界〕、 オ
オカニゴワモ夕、オコfイワカガミ、ずゼシソ夕、ミヤマ
クマヤナギ、ヒメガマ、ツ V マナナカマド、エゾエノキ
である。
なお、但馬地方の海岸にはトワテイラ Y 、スナジノギ
夕、ワカナノ、マギクが特産に近い。また北方系の珍らし
いものにはハマナスがある。この地方の山地一帯にはハ
イイヌツグ、クロタキカズラ、テツカエデ、 V ラカν、
プサザクラ、ヒワガミズキ、 νラネワラピ、オオパV "，

Pマ、オェνパリ、ヤブハギ、ムラサキ、ムラナキマユ
ミ、アナクラず::'--V ョヲがみられる。
特にアサクラず::'--V 笥ヲはす ::'--iノョヲの授に剰がない
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もので、朝倉地方の特産として地名をとって古くから知
られていたが、今日では日本に広く栽培されている。こ

次村丹戸〉の高木林下には無数に稚苗がみられるが、 3
年生ぐらいまでは剰が一面にあるが 4年目ぐらいから次
第に少なくなり、全くないもの、少しだけ残るものにな
る。現地ではアサクラずシジョワとヤマアナクラずジジ
ョワは区別ができない。
また、香住海岸には中国渡来のセシダシノミノボダイジ
ュが野生化している。かつてこの種子で「じゅず」を造
っていたもので、仏教の布教が盛んであったことを物語
っている。
VIl 帰化植物
県内で帰化植物の著しいのは瀬戸内海沿岸地方であ
る。そのうち珍らしいものを拾ってみると、ジョシソ y

メリカブクロ、西洋コヒルガオ、西洋マヅムV ヅワ、ジ
ナガワハギ、ロボクガラミ/ 、クワモドキ、ヤセデャヒ
キ、ムギクナ、ムラサキクマゴヤν、ゴジミノナズナ、
アカダカズラ、アレナニジキッヲ、クリノイガ、イヌム
ラサキ、マメカミツレ、オオキジムv ロ、ハイアオイ、
キクノハアオイ、ホソパカラスノエシドワ、ニシジシモ
ドキ、ヒパリノナャヒキ、" 7 } レパヅノレノゲイトク、ヨツ
パハゴベ、 ヒグナガスズメノテャヒキ、ニコゲヌカキ
ピ、ナガヱノセシナリホクズキ、ホヅパヲシラシ、アメ
リカキ y ゴジカ、ボロギク、アレデデジャ、ヒメハマナ
ャヒキ、セイヨヲベニバナ、ハマデラソクなどで、これ
らは近年渡来した。

郷土の植物文献
纏った文献及び町長号

1. 兵博= 兵庫県博物学会会誌， 1 - 2 0号 (1931-41)
2. 県博- 兵庫県中等教育博物雑誌， 1 - 9号(1938-43)
3. 兵生= 兵庫生物，兵庫県生物学会会誌， 1巻 1号 ~

3巻 5号 (1948-60)
4. 郷土の生物 (1949) 兵庫県生物学会編，神戸新聞社

発行
5. 氷上の自然 (1949-53) 氷上郡生物学会， 1 - 2集，
氷上郡文化協会発行

6. 兵庫県生物誌 (1956) 兵庫県生物学会編，神戸新聞
社発行

7. 六甲の自然 (1959) 室井縛ほか編，六月社発行
8. 兵庫の自然 (1960) 兵庫県生物学会編，のじぎく文
庫発行

阿部良平; 姫山と生島，兵博， 1  (1931) 
荒木英一; 三丹地方現世植物区系，野外横物， 4 の

1  (1942) 

安西義. i E ; 郷土の切花郷土の生物( 1949)
石川，川崎; 六甲山趨物目録( : n ) 兵博， 4  (1932) 
石川栄之助; 昭和 8年度六甲山植物採集の収穫，兵

博， 8  (1934) 
。西摂地方に於ける植物分布調査目録，兵

博， 10 (1935) 
稲田又男; 兵庫県下におけるヲラボジ科，兵博， 16 

(1938) 
グ ; 兵庫県V ダおぼえ書き 1 - 5 ，兵生，

2 の1 - 3の3 (1952-5) 
11 県下のジダ，兵庫県生物誌 (1956)
11 兵庫県νダ植物誌 (1958)

井上 勇; 摩耶山で採集した木本類目録稿，兵博，
2  (1931) 

井上三義; 兵庫県下の珍木三種，柏原高校会誌
Natura， No. 7  (1952) 

11 

!I 

グ

11 

1/ 

必Y

; 兵庫県植物目録 (1953)
' . 氷上の巨樹，名木，ひかみの自然， No. 
2  (1953) 
; 分布詳説兵庫県植物目録，裸子植物目録，
柏原高校会誌， Natura， No. 9  (1953) 
; 但馬氷ノ山の植物，上同， No. 16 (1959) 
; 初夏の蘇武，瀞川，妙見山植物採集記，
上岡， No. 16 (1959) 
; 分布上注目すべき氷上郡産植物 2，3 に
ついて，上向， No. 17 (1960) 

岩槻邦男; 柏原町におけるしだ植物の探究，上岡，
No. 7  (1952) 

岩谷成彦; 雪彦山植物採集記，兵生， 1の 4 (1950) 
上田喜久雄; 兎和野原のレシグツツジ，郷土の生物

(1949) 

白井元弘; 粟鹿峰のイワヤジダ，柏原高校会誌，
Natura， No. 9  (1953) 

江越千代子; 淡路植物採集行，兵生 3の 1 (1955) 
江越，岡村; 神戸税関付近の帰化植物，兵庫県生物誌

(1956) 

江越千代子; 曽根大塩ノジギクを探るの記，兵生 3
の 2 (1956) 

11 カタνボナク調査の旅，兵生， 3 の5
(1959) 

大浦茂樹; 県下の植物天然記念物，兵庫県生物誌
(1956) 

大沢政雄; ナガパジュズネノキ及びアテツマシサク
について，兵博， 10 (1935) 

大坪長三; ナツアサドリとその分布，兵博， 6  (19 
33) 

- 7 ー



大坪長三; : 分布上注意すべき本県産庖物，兵博， 15 I 佐藤茂樹; 天然記然物コヤスノキを訪ずねて， 兵
(1938) 生， 3 の 3 (1956) 

岡村はた; 神戸税関付近の春の外来植物，兵生， 2  I島崎 楽; 播磨植物知見，兵博， 13 (1937) 
の2 (1952) 鈴木時夫; 六甲山の極盛相森林，大分大学紀要，自

グ ; 神戸税関付近の秋の植相，兵生， 2の 3 I  然， No. 6  (1957) 
(1953) 生物学会; 兵庫の自然 (1960)

金沢 竜; 妙願寺の御葉付イテョク， 1 - 2，兵生. I 竹田保勝会; 立雲会 (1937)
3 の 4 --: 5  (1958-9) 

川崎正悦; 六甲山植物目録，兵博， 1  (1931) 
; 六甲及び摩耶山に産するスミ ν科植物，
兵生， 1の 2 (1948) 
; 六甲山に産する暖地性及び寒地性植物，
兵生， 1の] (1948) 

11 ; 六甲山に産するジダ植物，兵生， 1の3
(1949) 

必F : 広回神社境内のツツジ，郷土の自然 (19
49) 

グ ; 六甲山及び摩耶山に産するキク科植物，
兵生， 1の4 (1950) 

川中菊市; 但馬植物自録， ' 1 - 3 ，兵博， 17-20 
(1939-41) 

ν ;  { 旦馬植物記，兵博， 20 (1941) 
川中，建部; 新種キノミナナパノオに関する雑報，兵博，

20 (1941) 
河野好博; 淡路島の暖地性植物，寒地位植物，その

他，兵生， 1の 5 (1951) 
河原，林，永井; 六甲遠山の植物，兵庫県生物誌 (1956)
北村四郎; 蛇紋岩地帯の植物相，兵生 1の 5 (19 

51) 
; 兵庫県の植物，兵生， 1の 5 (1951) 

。妙見山，氷の山の植物，兵生， 2 の2
(1952) 

木下貞祐; こうやまき，郷土の自然 (1949)
木村正司; 明石公園植物誌 (1959)
陸井初治， ' 有馬植物採集会参加記、兵博， 4 (1932) 

神 戸 市; 六甲山風景計画の基本問題 (1955)
神戸市産業譲; 神戸市背山植物調査書 (1936)
神戸市農政局; 六甲山系植物誌 (1955)
神戸電鉄; 沿線の自然 (1958)
児玉，瀬戸，山中; 近畿地方νダ類目録 (1950)
小早川和次; 有馬郡の植物，兵博， 15 (1938) 

。; 有馬郡の植物概況，兵博， 17 (1939) 
近藤治文; 瀬戸内海沿岸( 兵庫県の植物〉について

(1957) 
グ ; 西宮市内の帰化植物 (1958) 

佐藤茂樹; 寺前植物採集報告，兵博， 12 (1936) 

建部怠溜; 播ナl慢が壷植物植物目録，兵博， 19(1953)
グ ; 播磨船越山植物目録，兵博， 11 (1936) 
グ ; 望郷の額，兵博， 11 (1936) 
グ ; 宍粟郡産植物報知，兵博， 14-17(1937 

ぺ 1939)
グ ; 船越山植物採集を終えて，兵博， 18 (19 

39) 
11 姫山樹林の植物 (1950)
グ ; 宍粟郡船越山植物概要，兵生， 2 の2

(1952) 
建部，稲田; 宍粟郡音7. k ，赤西両国有林の羊歯類，兵

生， 2 の 3 (1953) 
建部、内海; 兵庫県宍粟郡船越山採集会記録，兵生，

3 の 1 (1955) 
グ ; 兵庫県宍粟郡奥谷村春の植相、兵生、 3

の 1 (1955) 
建部恵潤; 兵庫県朝来郡田路クモノスV ダ採集記，

兵生 3 の 1 (1955) 
グ ; ゴヤスノキ，兵庫県生物誌 (1956)

国代善太郎; 奥谷国有林植物概観，兵博， 3  (1932) 
11 = 子ガ峰の植物相，兵博， 6  (1933) 
11 ; 雪彦山植物概要，兵生， 2の2 (1952) 
グ ; 兵庫県内植物採集日誌，兵生， 2の2

(1952) 
グ ; 三丹地方の植物生態地理学的考察， 兵

生， 2 の2 (1952) 
'1 ; 三丹ブロラを組成する要素，兵生， 2の

2  (1952) 
田中兼治; ワパメガジとすルキシ，兵生 2 の1

(1952) 
田中美智太郎; 但馬植物分布調，兵庫教育， 480 (1930) 

ヲ ; 但馬値物目録 (1937)
土橋忠重; 朝倉山搬の出生地，兵博， 13 (1937) 

グ ; 但馬の動植物分布の特徴，但馬自然界
(1947) 

。; 植物採築地としての来日岳，但馬の生物
(1948) 

11 柳行李，郷土の自然 (1949)
津名高校生物斑; 三原郡灘及び沼島，生物採集報告

(1951) 
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坪井近三; 播磨植物図録( 追加〉兵博， 18 (1939) 
中井 源; 但馬植物小記，但馬の生物 (1950)
中村博兆; 兎和野ガ原採集記， (1948) 
。白石島採集記，上同 (1948)

中原辰男奥谷採集に参加して，兵博， 3  (1932) 
グ ; 鶏龍山植物目録，兵博， 3  (1932) 

中山発郎; 奥谷国有林について，兵博， 3  (1932) 
西原礼之助; 兵庫県樋物雑記，兵博， 16 (1938) 
西本俊雄; 雪彦山採集行; 兵博， 3  (1932) 

グ 奥谷国有林植物目録，兵博， 3  (1932) 
; 雪彦山の植物，兵博， 3  (1932) 

グ ; 県下の珍植物ナツアナドリを発見して，
兵博， 6  (1933) 

林 中 元; 六甲の草と虫 (1954)
林 弥 栄; 播磨国鶏寵山植物誌，野外植物 5の1

(1943) 
樋口 繁一; 有馬郡永沢寺山植物採集記，兵博， 13 

(1937) 
11 城崎郡余部地方植物採集記，兵博， 13 

(1937) 
グ ; 多紀郡植物採集会報告，兵博， 15 (1938) 
11 有馬郡生物誌， (1950) 
グ ; 丹波の生物， (1952) 

広江美之助; 印南郡大塩町の塩田付近の植相，兵生，
2 の 2 (1952) 

兵庫県博物学会編; 播磨植物目録 (1935)
福田菊市; ヒメキクパスミレ，兵生， 3の 3 (1956) 

11 但馬朝来郡産 スミレ属，兵生， 3の3
(1956) 

福永利雄; 七種山植物目録，兵博， 8  (1914) 
藤原悠紀雄; 県花ノジギク，兵庫県生物誌， (1956) 

グ ; 兵庫県におけるノジギクの分布につい
て，兵生， 3の 3 (1956) 

藤本義昭; 兵庫県における海岸植物の分布につい
て，兵生， 1の 3 (1949) 

グ ; 姫路市白浜町の塩性植物について，兵
生， 1 の 5 (1951) 

11 イネ科植物図説 1 - 2 兵生， 2 の2
- 3  (1952) 

グ ; ドクムギ属の分類，兵生， 2 の 1 (1952) 
細見末男; 粟鹿山採集記，兵博， 11 (1936) 

グ ; 氷上郡の植物，氷上の自然， 1  (1949) 

(56ページより続く〉
又、生物教室は動的でなければならない。余り続麗な
状態でも、綴くてだらしないのもだめで、こう云うと何
んとも難しいことと恩われるでしょうが、毎日教師が課
外活動の指導に、明日の実験の準備に、少しの時間でも
教室内で過すと云うことです。この様に挙げますと限り

場 勝; 高仙寺山植物採集記，兵博， 9  (1935) 
松沢重太郎; 淡路洲本町三熊山の木本植物，兵博，

1  (1931) 
; 植物学上より観たる三熊山 (1948)

三木 )1頂ー; ホゴパスミレ県内に発見，兵生， 3 の3
(1956) 

; 波賀町不動の滝のνゴクスミレを訪ずね
て，兵生， 3 の 5 (1959) 

村田 源; 近畿地方植物誌 1 - 5 ，兵生 (1954-
9 )  

室井 縛; 赤穂の植物，兵博， 8  (1934) 
が ; 播磨国植物分布概要( 1934)
γ ; 妙高山植物目録，兵博， 6  (1935) 
11 ゴヤスノキ，兵博， 6  (1935) 
" 播磨植物目録( 補1 ) 兵博， 11 (1936) 
11 県下で発見された動，植物，郷土の生物

(1949) 
1 / 雪彦天南星発見当時の思い出，兵生 1

の 4 (1950) 
11 兵庫県の桜を語る (1951)
11 郷土のため生島の現状を嘆く，播磨， 21 

(1952) 
; 氷ノ山の植物についての新知見，但馬生
物 (1956)

室井，藤本; 県下の植物分布，兵庫県生物誌 (1956)
室井 縛; 天然記念物竜野のカタV ボ竹林，兵生，

3 の 5 (1959) 
11 六甲の自然 (1959)

矢木 勉; 六甲禿山の来歴，針路， 24 (1954) 
山口清司; 加東郡野外植物目録，兵博， 19 (1940) 
山島吉五郎; 兵庫県下の天然記念物，県博， 5 (1933) 

11 

11 

11 

"  
"  

; 六甲山，摩耶山植物目録 (1937)
; 扇山の植物採集記と目録，県博， 2  (19 
38) 
; 若狭浜菊について，県博， 2  (1938) 
; 阪神地方帰化植物漫談，県博 3 (1939) 
; 赤西国有林植物採集記，県博， 9  (1943) 

グ ; 船越山植物採集記，県博 9 (1943) 
11 六甲山の植物 (1944)

山本茂信; 丹後，但馬，因幡海岸地方の自然科学的
考察 (1950)

六甲菌立公園指定促進連盟，六甲の自然 (1955)

l  がない程、いろいろの御教訓が想い出されるのであり桝
す。
今、手下にあります十数編の先生の別刷を再び関きま
して、堂々たる内容の御研究物を見ます時、熱心な研究
家よ、偉大なる教育者よ、もう十年は生きて裁きたかっ
た、惜しい方を失ったと痛切に思うのです。
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